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第4章　 植民地時代 と現在
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お わ りに

は じ め に

　比較的近年になって独立 した国家が多い太平洋地域では,国 家 というものが住民に

とっていかに意識されるかは,数 多くの問題を含んでいる。特別な民族運動を行って

独立を勝ち取ったわけではない国々が多 く,民 族運動によって国家のアイデ ソティ

ティが形成されるということは起こらなか った。住民は独立を求めて何らかの運動を

行 ったわけではな く,多 くの国々にとって独立 とは,宗 主国が植民地を手放さなけれ

ぽならない状況になったという事情により達成されたものであ り,い わぽ 「外から与

えられた」ものであった。必然的に国家に対する意識は弱 く,特 に言語集団の数が多

いメラネシアでは,多 くの住民にとって国家 とは漠然としか認識 されないものであっ

た。 ヨーロッパ社会 との接触以前,多 くの太平洋地域の社会では,「我々」 という意

識を持てるのは,人 口が数百人か数千人である同じ言語集団か,あ るいは同じ言語集

団内でも,や は り人口がせいぜい数千人である特定の地域集団などであった。その集

団を越える世界は,し ぽしぼ 「敵」の集団がいる世界であ り,あ るいは祖先が住むと

される世界であった り,あ るいはまったくの未知の世界であった。

　そのような状況に対して国家 とい うのは,ヨ ーロッパ人の到来とともに,ま ず植民
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地 に お け る宗 主 国 の政 府 と して 現れ た。圧 倒 的 な富 と力 を持 つ ヨー ロ ヅパ 人 た ちが 「政

府 」 と して,キ リス ト教 とと もに現 れ た の であ る。 そ してそ れ 以 来 続 いた 植 民 地 政 府

の統 治 を 経 て,独 自の国 家 と して ヨー ロ ッパ 人 か ら独 立 した 後 も,そ の後 の 独 立 国 家

の あ り方 は,植 民 地 時 代 の影 響 を 受 け続 け るの で あ る。

　 こ の よ うな状 況 で,国 家 と して の ア イ デ ソ テ ィテ ィあ る いは そ の 地域 の住 民 の アイ

デ ソ テ ィ テ ィを強 調 し よ うとす る動 きが 現 れ る。 それ を意 図 的 に 行 うのは,し ば しば

独 立 国家 の政府 で あ った り,あ るい は ナ シ ョナ リス トとで も呼 ぶ べ き人た ち であ り,

現 地 の知 的 エ リー トた ち であ る。 そ の際 に アイ デ ソテ ィテ ィの 拠 り所 あ る いは 象 徴 と

して,し ば しぼ過 去 か ら の 「伝 統 」 な る も のが使 われ る のは,あ る程 度 当然 の成 り行

き で あ る。 植 民 地 政 府 あ る い は宗 主 国 に対 立 す る性 質 の も の と して は,「 伝 統 」 は,

まず 提 示 され るべ き もの であ る。 そ してそ の 「伝統 」 は単 な る特 定 の要 素　 　 そ れ は

特 定 の儀 礼 で あ った り,習 慣 で あ った り,衣 装 であ った りす る　 　 の 集 ま りか ら,徐

々 に一 つ の ま とま った 概 念 とな る。 メ ラネ シア で言 え ぽ 「カ ス トム(kastom)」 で あ

り,ニ ュー ジ ー ラ ソ ドで言 えば 「マ オ リタ ソガ(Maoritanga)」 で あ り,サ モ ア な ら

ぽ 「フ ァア ・サ モ ア(fa'aSamoa)」 で あ る。

　 この際 に 「伝 統 」 とされ る事 象 に つ い て は,多 くの議 論 が重 ね られ て きた。 「伝 統 」

は しぼ しば 「真正 な」 もの では な く,そ れ は 現 在 の様 々な脈 絡 の もとに創 造 され た も

の で あ る とい うのは,近 年,一 般 的 にな りつ つ あ る主張 で あ る(Hobsbawm&Ran-

ger　l983)。 こ の主 張 に 沿 って,従 来 「伝 統 」 とされ て きた もの が,実 は そ の 地 域 の

住 民 また は 地域 内 の複 数 の民 族 に よ って共 有 され た もの で は必 ず しもな く,特 定 の地

域 ・特 定 の民 族 の もの が,よ り広 い 地域 に お い て共 有 され て い る とい う 「擬 制 」 の も

とに 作 られ る,と い う例 が 数 多 く報 告 され て きた(Keesing　 1989;Hanson　 l989)。

あ る い は 「真 正 な」 伝 統 とされ る もの が,意 識 され て か意 識 され ず か は と もか く,実

は 西 洋 か ら の 要 素 が 多 く 入 っ た も の で あ る と の 主 張 も あ る(Linnekin　 1983;

Lindstrom　 1982)。 また,文 化 あ る いは 伝 統 とは そ もそ も絶 え ず 作 られ,発 明 され る

もの で あ り(Wagner　 l975),ヨ ー ロ ッパ 文 化 との接 触 に よ る変 化 も また そ の 文 化 の

発 明 の過 程 の一 つ で あ り,「 真 正 な」 文 化 とい うも のが 果 た して 存 在 す るの か,と い

う議 論 も あ る。

　 本 論 で は,メ ラネ シ ア地 域 に お い て 現 在 共 通 語 と して 広 く使 わ れ て い る メ ラ ネ シ

ァ ピ ジ ン(Melanesian　 Pidgin)が,植 民 地 主 義 的 な 性 格 と同 時 に,反 植 民 地 主 義 的

な性 格 を持 って い る こ とを示 す 。 そ して そ の反 植 民 地主 義 的 な性 格 の 故 に,現 在 で は

そ れ が人 々の アイ デ ソテ ィテ ィの 拠 り所 に な っ てい る こ とを示 す 。 そ れ は しば しぼ,
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反西洋(あ るいは反近代)の アイデンティティであり,国家 としてのアイデンティティ

の性格を持つ場合もある。

　 「真正なる」伝統の性格を持つとされる要素がその地域のアイデソティティの象徴

として使われることはごく当然であるが,メ ラネシア ・ピジソの場合は真正な伝統で

ない性格を持ちながら,そ れにもかかわらず現在では多 くの人々のアイデンティティ

の象徴 となっているとい う点で,注 目すべきである。それはメラネシア地域に伝統的

に存在 していたものではなく,ま た西洋的なものを取 り入れたわけでもなく,現 地社

会と西洋との接触により初めて生まれたものである紘

　植民地主義の問題を扱 う際に,メ ラネシア ・ピジンはいくつかの点で意味があると

考えられる。第一に,メ ラネシア ・ピジソは,ま さに西洋と現地社会との接触の過程

において,植 民地主義的な状況のもとに発生したという点である。現地社会が西洋社

会 とコミュニケーションをとろうとした際に,あ るいはヨーロッパ人が現地社会 とコ

ミュニケーショソをとろうとしたまさにその過程によって発生 した言語であるという

点である。第二に,メ ラネシア ・ピジンは,そ の発生から普及まで,い くらかの制約

があるとはいえ,そ の過程をほぼたどれる,数 少ない言語の一つである,と いう点で

ある。発生 したのが19世紀であ り,今 日,共 通語 として普及した時点まで,そ の経緯

がある程度文献によって記録 されてお り,ま たそれを使用している人たち,あ るいは

使用していた人たちの発言が記録されている。そしてその際に具体的な植民地政策や

国家の政策 との関連が直接的に扱えるとい う点で,言 語の普及の過程 と植民地主義と

の問題を扱 う際の,一 つの適切な事例 として考えられる。

　 メラネシア ・ピジソについてはいくつかの呼称が使われているが2),最 近もっとも

使われるのは,ト ク ・ピシソ(Tok　 Pisin)と いう表現である。これは,メ ラネシア ・

ピジソでこの言語 自体のことを呼ぶ表現であるため,名 称にまつわる様々な語感を排

除でき,ニ ュー トラルな性格を持つということでよく使用される。ただし本論では,

トク・ピシンとい う名称がまだ一般的でない状況を踏まえて,以 下メラネシア ・ピジ

ンという語を原則として使用する。

　 また,ピ ジソとい う語には二つの用法がある。一つは,特 定の言語の名称としてで

はない言語学上の概念としての用法であ り,も う一つは個別の言語に対する名称とし

てピジンという語が使われる場合である。以下,本 論では特に断ることのない場合,

メラネシア地域で話される特定の言語名としてはメラネシア ・ピジソという語を使用

し,言 語学上のカテゴリーとしての意味に使用する場合は,単 に 「ピジソ」 と表現す

ることにする3も
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　 メ ラネ シ ア ・ピジ ンが 使 用 され て い る 国は,パ プア ニ ュー ギ ニ ア,ソ ロモ ン諸 島,

ヴ ァ ヌア ツの3力 国 で あ り,使 用 され て い る状 況 は それ ぞれ の国 で 微妙 に違 うが,以

下,主 と して パ プ ア ニ ューギ ニ アを対 象 と して考 察 を進 め る。

Ⅰ　 メラネ シア ・ピジン の発生 と普及

　 メ ラネ シ ア ・ピジ ン の発生 は19世 紀 に さか の ぼ る。19世 紀 の初 期 か ら白檀 や ナ マ コ

を求 め て南 太 平洋 に多 くの ヨ ー ロ ッパ人 が 進 出 した が,こ の時 の 現 地住 民 との交 渉 の

際 に,交 易 用 の言 語 が 使 わ れ た とい う記 述 が 見 られ る。 これ は ヨ ー ロ ッパ人 と メ ラネ

シア地 域 の 現地 住 民 と の接触 に よ り出現 した 言語 で あ る とされ て お り,こ れ らの言 語

に対 して,Sandalwood　 English,　Beach-la-Mar,　 Jargon　 English,　South　 Seas　Jargon,

South　 Seas　Englishな ど の名 称 が使 用 され て い る(Baker&Mtihlhausler　 l　990;Shine-

berg　1967)。 具 体 的 に どの よ うな もの で あ ったか は 正 確 な 記 録 は な く,ま た これ らの

ものが す べ て 同一 の もの で あ った か とい う疑 問 もあ る が,お そ ら くこれ らが メ ラネ シ

ア ・ピジ ンの原 型 で あ った だ ろ う と言 わ れ て い る(Baker&Mtihlhausler　 1990)。 さ

らに20世 紀 初期 に既 に共 通 語 と して記 録 され て い る例 を見 る と,現 在 の メ ラネ シア ・

ピジ ンの原 型 がす でに で きて い るのが わ か り,さ らに そ の中 のい くつ か の語 彙 は,19

世 紀 初 期 まで に さか の ぼ れ る こ とがわ か る(Churchill　 1911)。

　 この後 は 太 平洋 地 域 の プ ラ ソテ ー シ ョ ンが メ ラネ シア ・ピジ ンの発 達 の場 とな る。

オ ー ス トラ リア の クイ ー ン ズ ラ ン ドや,ハ ワイ,サ モ ア,フ ィジ ー,ニ ュー ・ブ リテ

ソな ど太 平 洋 の い くつ か の 地 域 に,砂 糖 や コ コナ ツ ・オ イ ル や コ ブ ラ の プ ラ ソ テ ー

シ ョ ソが 作 られ るが,そ の 労働 者 が太 平 洋 の 様 々な地 域 か ら集 め られ た。 メ ラネ シア

か ら も多 くの 労働 者 が 契 約 労働 者 と して 集 め られ,現 地 住 民 が一 定 の期 間,プ ラ ソテ ー

シ ョ ンで 働 く,と い う現 象 が 生 じた が,こ の 際 に プ ラ ンテ ー シ ョソの 雇用 者 で あ る ヨー

ロ ッパ 人 と,被 雇 用 者 で あ る太 平 洋地 域 の 先 住 民(多 くは メ ラネ シ ア人)と の 間 の会

話 か ら メ ラネ シア ・ピジ ンが発 達 した,と 言 われ て い る4もそ れ ぞ れ の プ ラ ンテ ー シ ョ

ンの所 有 者 は 同 じ島か ら労 働 者 を 確i保 した こ とか ら,同 じ島 民 が い くつ か の プ ラ ン

テ ー シ ョソで働 く とい う経 験 をす る よ うに な って い った。 こ のた め,プ ラ ソテ ー シ ョ

ンの 間 に は あ る程 度 共 通 の文 化 が生 じる よ うに な り,一 時 的 に 話 され て いた メ ラネ シ

ア ・ピジ ン も共 通 性 を 持 つ よ うに な り,普 及 して い っ た と考 え られ る。 そ して 契 約 期

間を 終 え た 労働 者 が 自分 の 故郷 に帰 って そ れ を広 め る こ とに よ り,メ ラネ シ ア ・ピジ

ソが メ ラネ シア の各 地 域 に 普及 した,と い うこ とに な る。
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　 この 普 及 の詳 しい 経緯 に 関 しては 議 論 が あ る。 メ ラネ シ ア ・ピ ジ ンの発 生 の 原 型 に

な った の は,南 太 平 洋 地 域 の プ ラ ソテ ー シ ョソに共 通 に存 在 した 文化(メ ラネ シ ア ・

プ ラ ソ テ ー シ ョン文 化)で あ る とい う説(Keesing　 1988)と,プ ラ ソテ ー シ ョソの 中

の,特 にサ モ アの プ ラ ンテ ー シ ョンが そ の基 礎 とな った とい う説 が あ る(MUhlhaus-

ler　1978)。 い ず れ に して も,そ の発 達 の過 程 を 詳 細 に た ど る のは 現 在 で は難 し く,

ま たそ の発 達 の過 程 が単 一 の経 路 を た ど った わ け で は な い とい うこ とは 明 らか に な り

つ つ あ る。 そ して そ の発 達 に関 して は,南 太 平 洋 の プ ラ ソテ ー シ ョソにお け る雇 用 者

で あ る ヨ ー ロ ッパ 人 と被 雇 用 者 で あ る先 住民 との会 話 が 重 要 な 役 割 を はた した の は確

か で あ る。

　 特 に メ ラネ シ ア地 域 で は,も とも と言 語 間 の多 様 性 が 大 きか った た め,プ ラ ソテ ー

シ ョソか ら戻 った 住 民 が,他 の地 域 と の共 通語 と して メ ラネ シ ア ・ピジン に利 便 性 を

感 じた の は不 思 議 で は な い 。 この点 も共 通 語 と して メ ラネ シ ア ・ピ ジ ンが普 及 した一

因 で あ る と考 え られ る5も

　 メ ラ ネ シア ・ピジ ンは,ま ず 島喚 部 や 海岸 部 で使 わ れ る よ うに な り,そ れ か ら ニ ュー

ギ ニ ア 島 の内 陸部 へ と普 及 して い った。 ドイ ツ人 ミ ッシ ョソが1880年 代 に ニ ュー ギ ニ

ア本 島 に 着 いた 時,そ こで は メ ラネ シア ・ピ ジ ンは まだ 知 られ て い な か った とい う

(M曲lhausler　 1979)。 ニ ュー ギ ニ ア高地 に は,1950年 代 か ら1960年 代 に か け て メ ラネ

シア ・ピジン が 急 速 に広 ま って い く例 が報 告 され て い る(Salisbury　 l972:56)。

　 メ ラ ネ シア ・ピ ジ ン普 及 に 際 して 重 要 な役 割 を 果 た した の が,キ リス ト教 の ミ ッ

シ ョソで あ る。 太 平 洋地 域 に多 くの島 が 「発 見 」 され てか ら,キ リス ト教 は 「高貴 な

る野 蛮 人 」 を求 め,ま た新 た な る布 教 の 地 を 求 め て,太 平 洋 に進 出 を始 め た 。1795年

に ロソ ドン宣 教 師協 会(London　 Missionary　 Society,　LMS)が 創 設 され,タ ヒチ で 活

動 を 始 め た 。1817年 に は メ ソ ジ ス ト宣 教 師 協 会(Wesleyan　 Methodist　 Missionary

Society)も 創設 され,ニ ュー ジ ー ラ ン ドで布 教 活 動 を 始 め た。

　 メ ラネ シア 地域 に は19世 紀 中頃 か ら ミッ シ ョ ンが 活動 を 始 め る よ うに な ったが,布

教 活 動 のた め に どの言 語 を 使 用 す るか とい うのは,ミ ッシ ョンに とって 大 きな問 題 で

あ った 。初 期 の 方 針 は宗 派 に よ って 異 な る。ニ ュー ギ ニ アの 北岸,ア レ クシ スハ ー フ ェ

ソ(Alexishafen)に 布 教 の拠 点 を 置 い た カ ト リ ッ クは,1892年 の 段 階 で,布 教 のた

め に 現 地語 を使 用 す る こ とを決 めた が,後 に1920年 代 にな って,共 通 語 と して の メ ラ

ネ シ ア ・ピジ ンの 有 効 性 を 認 め 始 めた(Mihalic　 1977)。 最 終 的 には 現 地 語 で の普 及

を 諦 め,1931年 に メ ラネ シア ・ピジ ンを 布 教 の た め の正 規 な言 語 として決 定 した 。 ル

タ ー派 は,や は りニ ュ ーギ ニ ア の北 岸 の フ ィ ン シ ュハ ー フ ェ ン(Finschhafen)に 拠
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点 を置 き,初 期 にはKateやYabem,　 Gragedな どの 現地 語 で の布 教 を 試 み た 。 しか

し ニ ュー ギ ニ ア高 地 へ進 出す るに つ れ,海 岸 部 の言 語 を布 教 の言 語 と して使 用 す る こ

とに は 困難 を 感 じ始 め た。 最 終 的 に は1956年 に布 教 の た め の言 語 と して メ ラネ シア ・

ピ ジ ンを 公 式 採 用 す る こ と に な った(Hage　 l986:413)。 他 の宗 派 の多 くは 各 地 の 公

用 語 を使 用 して い た が,住 民 が メ ラネ シア ・ピジ ンを 好 む こ とか ら,徐 々に メ ラネ シ

ア ・ピジン を使 用 す る よ うに な った と考 え られ る。 最 終 的 に は,キ リス ト教 の 普及 は

メ ラネ シア ・ピジ ンで行 わ れ る のが 一般 的 に な った 。 礼拝 も メ ラネ シ ア ・ピジ ンで行

わ れ,賛 美 歌 も メ ラネ シア ・ピジン で歌 わ れ る,と い うよ うに な る。

　 そ して,さ らに この後 の メ ラネ シア ・ピ ジ ンの普 及 に大 きな影 響 を与 えた の が,聖

書 の メ ラネ シア ・ピジ ン版 の発 行 であ る。 キ リス ト教 の布教 の た め の言 語 と して メ ラ

ネ シ ア ・ピジン が使 わ れ る よ うに な った 後,1966年 に メ ラネ シア ・ピジン 表 記 の 聖 書

で あ るNupeta　 Testamen(New　 Testament)が 発 行 され た 。 この聖 書 め正 書 法 は,メ

ラネ シ ア ・ピジン の 正 書 法 に 関 す る そ れ ま で の議 論 を も と に し て い る。1955年 に

Hallが メ ラネ シア ・ピジ ンに つ い て正 書 法 を 作 り(Hall　 l955),そ して1957年 にMi-

halicが この シス テ ム を 少 し変 え て 文 法 書 と辞 書 を作 った(Mihalic　 1957)。　NUpela

伽 吻 繊 は これ らの議 論 を も とに して お り,発 行 後 は この 記 述 が そ の 後 の メ ラネ シ

ア ・ピジ ンの 書 法 に大 きな 影 響 を 与 え る こ と にな る。1969年 には メ ラネ シア ・ピジ ン

に関 す る正 書 法委 員会 が 作 られ,Nupela　 Testamenの 書法 が公 的 な もの と認 め られ た

(Mihalic　 1971:xvi)。 以 後,そ の 正 書 法 は カ ト リ ッ ク教 会 の 出 版 物 を 手 が け る

Kristen　Pressの 出 版物 や,メ ラネ シ ア ・ピジン に よ る新 聞 で あ るWantokに 採 用 さ

れ る よ うに な り,事 実上 の標 準 とな った。

　 二 言 語 の 接 触 に よ って発 生 す るピジン は,一 般 的 に 地方 差 が 大 き く標 準 化 の方 向性

が な い た め に 普 及 が 限 られ る とい う特 徴 が あ る(Stewart　 1962)。 メ ラネ シ ア ・ピジ

ソの場 合 も,こ のNupeta　 Testamenが 発 行 され る 以前 は地 方 差 が 大 き く,書 法 は 確

立 して い なか った 。 しか し,こ れ 以 降,表 記 法 が 確 立 す る こ とに な り,メ ラネ シア ・

ピジ ンは広 く普 及 す る こ とに な る。Nupela　 Testa〃zenは 初版4万 部 で,現 在 まで に45

万部 発 行 され て い る。 パ プ ァ ニ ュー ギ ニア の人 口が 現 在 約400万 人 で あ る ことを 考 え,

また 直接 こ の聖 書 を 読 む こ とが な くと も,教 会 に おけ る毎 回 の礼 拝 で こ の聖書 が読 ま

れ て い る状 況 を 考 え る と,こ の聖 書 の発 行 は そ の後 の メ ラネ シア ・ピジン の普 及 に き

わ め て大 き な影 響 を 与 え た と考 え られ る。

　 一 方 で植 民 地 政 府 は,当 然 の こ とな が ら 自国の 言 語 を使 用 す る こ とを推 進 して きた 。

第 一 次世 界 大 戦 前 は,ニ ュー ギ ニア 島 の西半 分 は オ ラ ンダが 統 治 し,東 半 分 の北 海 岸
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部 と島唄 部 を ドイ ツが,南 海 岸部 を オ ー ス トラ リアが統 治 して い た 。 この段 階 で は,

ドイ ツ領 は ドイ ツ語 を,オ ース トラ リア領 は英 語 を 普 及 させ よ うとす るが,実 際 に は

ほ とん ど効 果 は なか った とされ る。 ドイ ツ領 ニ ュー ギ ニ アで は,メ ラネ シア ・ピジン

を 駆 除 し よ う とす る試 み さえ行 わ れ た が,第 一 次 世 界 大 戦 の終 了 と ともに この試 み も

終 了 した 。第 一 次 世 界 大戦 後,オ ース トラ リア は ニ ュー ギ ニ ア地 域 の共 通 語 と して英

語 の導 入 を 企 て るが,ミ ッシ ョンの一 部 か ら反 対 が あ った。 この 頃 ま で に既 に メ ラネ

シア ・ピジ ンは教 会 で使 用 され る主 要 な言 語 とな って い た ので あ る。

　 植 民地 期 の 初 期 の 段階 では,教 育 に 関す る プ ログ ラ ムは ほ とん どキ リス ト教 の ミ ッ

シ ョソに任 され てい た こ とも あ り,実 際 に宗 主 国(パ プ ア ニ ュー ギ ニ アの場 合 は オ ー

ス トラ リア)の 政 府 が 教育 に 関わ る よ うに な るの は,第 二 次世 界 大 戦 後 で あ る。1940

年 代 後 半 か ら1950年 代 に か け て,オ ー ス トラ リア政 府 は共 通 語 と して英 語 を積 極 的 に

導 入 しよ うと し,メ ラネ シア ・ピジン を教 育 の場 か ら追 放 しよ うと した。 政府 の補 助

は英 語 を 基礎 に した学 校 に の み 行 う,と い う政 策 を打 ち 出 し,そ して 各学 校 で 週 に一

回,30分 の 英語 放 送 を 行 うよ うに な った(Romaine　 1992:83)。 しか し,ミ ッシ ョソ

は 学校 教 育 では 相 変 わ らず メ ラネ シ ア ・ピジン を重 視 し,学 校 教 育 以 外 の場 で もメ ラ

ネ シ ア ・ピ ジ ンは 消 え る こ とは な く,ま す ます 普 及 して い った 。 オ ース トラ リア は

ニ ューギ ニア地 域 に関 して1969年 に新 しい 教 育政 策 を示 し,こ の 中 で もメ ラネ シア ・

ピジ ンに 代 わ って英 語 使 用 を推 進 す る政 策 が 示 され る。 これ に よ り,学 校 で は 英語 を

使 うこ とが 正 式 に決 ま った 。 た だ し,初 等 教 育 や 地方 の言 語 状 況 に よ っては 例 外 が認

め られ てい た の で,実 際 に は,メ ラネ シア ・ピジン の 重要 性 は ほ とん ど変 わ らな か っ

た(Romaine　 1992:74-83)。

　 現在,メ ラネ シア ・ピジン が共 通 語 と して使 わ れ て い るの は,メ ラ ネ シア地 域 の パ

プ ア ニ ュ ーギ ニア,ソ ロモ ソ諸 島,ヴ ァヌ ア ツ共 和 国 の3力 国 で あ る。 それ ぞ れ人 口

は約400万 人,30万 人,13万 人 で3力 国 の合 計 の人 口は 約450万 人 とな る。 この 全 員 が

メ ラネ シ ア ・ピジン を話 す とい うわ け では な く,ど の程 度 の 住 民 が メ ラネ シ ア ・ピ ジ

ソを話 せ るか とい うのは 正 確 な 統 計数 字 は ない が,パ プア ニ ューギ ニア の都 市 部 で の

言 語使 用 に関 して は 統 計資 料 が あ る。 これ に よる と,1971年 の段 階 で 都 市部 の住 民 の

85%以 上 が メ ラ ネ シ ア ・ピジン を話 せ る と さ れ て お り(Romaine　 l992:93),こ の後

も さ らに メ ラネ シア ・ピジ ンの使 用 率 は 高 ま って い る と考 え られ る。 上 記 の メ ラネ シ

ア三 国 の うち,パ プア ニ ュ ーギ ニア で は英 語 が 公 用語 とな って お り,メ ラネ シ ア ・ピ

ジ ンは 二 つ あ る共通 語 の うちの一 つ で あ る。 ヴ ァヌア ツでは 英 語 と フ ラ ソス語 と と も

に三 つ あ る公 用 語 の 一つ とな って い る。 ソ ロモ ソ諸 島 で は公 用 語 が 英 語 で あ り,共 通
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語 が メ ラネ シ ア ・ピジ ン とい う位 置 づ け が され てい る。

　 現在,メ ラネ シア ・ピジン が いか に使 用 され て い るか を,パ プ ア ニ ュ ーギ ニアを 例

に と って示 してみ よ う。 パ プア ニ ューギ ニ アで は,現 地 語(メ ラネ シ ア ・ピジン で は

トク ・プ レスtok　 ples)が700以 上 存 在 す る とい わ れ て お り(Wurm　 1982),そ れ ぞ

れ の言 語集 団 内 では これ らの現 地 語 が 使 用 され る。 た だ し,こ の現 地 語 の 通 じ る集 団

(ワ ン トー クwantokと 呼 ばれ る)を 超 え る範 囲 で複 数 の 言 語集 団 の成 員 が 関 わ る状

況 に な る と,現 地 語 以 外 の共 通 語 が必 要 に な る6)。現 在 で は この共 通 語 と して英 語,

メ ラ ネ シ ア ・ピジン,ヒ リ ・モ トゥが 使 わ れ るが,そ の中 で は メ ラネ シア ・ピジン の

使 用 率 が 圧 倒 的 に高 い。パ プア ニ ュ ーギ ニア の主 要 な 都 市 で どの言 語 が 使 用 され るか,

とい う調 査 が1980年 に行 わ れ て い る(表1)。 これ に よ り,公 共 の 場 とい う性 格 が 強

い マ ー ケ ッ トで使 用 され る言 語 を 見 る と,メ ラ ネ シア ・ピジン の 優 位性 は 明 らか で あ

る。 ポ ー トモ レス ビー周 辺 が 伝 統 的 に ヒ リ ・モ トゥが利 用 され て いた地 域 で あ る点 を

考 慮 に 入れ る と,パ プア ニ ューギ ニア全 体 で の メ ラネ シア ・ピジン の 相対 的 な重 要 性

は よ り高 くな る7も また,現 地 語 が 異 な る者 同士 が 結 婚 した 場 合 は,夫 婦 の会 話 が メ

ラネ シア ・ピジ ンに な る こ とが 多 い の で,こ の結 果,そ の間 に生 まれ た 子供 は しば し

ぼ 母 語 が メ ラネ シ ア ・ピジン に な る。 この 意 味 で は,都 会 の一 部 で は メ ラネ シ ア ・ピ

ジ ソは,言 語 学 上 の カテ ゴ リー であ る 「ク レオ ー ル」 化 して い る とい え る。 これ が 地

方 に な る とさ らに英 語 が通 じな くな り,こ の メ ラネ シ ア ・ピジン の共 通 語 と して の 優

位 性 は よ り大 き くな る。地 方 に行 く と英 語 を 話 す者 を見 つ け るの に苦 労 す るの に 対 し

て,メ ラネ シア ・ピジ ンが 通 じ る地 域 は9割 以 上 で あ る と され る8も

　 また,ラ ジ オ放 送 で も,全 国放 送 では ニ ュース が英 語 と二 つ の 共通 語 で 同 じ内容 が

流 され るが,地 方 の ラジ オ放送 に な る と,大 部 分 が メ ラネ シ ア ・ピジン で行 わ れ る。

テ レビ放 送 は 原 則 と して 英 語 で 行 わ れ る が,そ の一 部,特 に コ マ ー シ ャル や イ ソ タ

ビ ュー な どの 場 合 は メ ラネ シ ア ・ピ ジ ンの割 合 が 高 くな る。 さ ら に,パ プア ニ ュー ギ

ニ ア で は ワン トー ク(Wantok)と い うメ ラネ シア ・ピ ジ ンに よ る新 聞 が 発 行 され て

い る。1967年 に 創 刊 され て お り,週 刊 で,現 在 では1万 部 以上 発 行 され て い る。 これ

表1　 パプアニューギ ニアにおけ る三種 の言語 の使用状況

家 庭 マ ー ケ ッ ト

メ ラネ シア ・ピジ ン

英 語

ヒ リ ・モ トゥ

57,754

4,098

14,354

112,794

　 6,553

39,406

出 所:Nationa1　 Population　 Census　 1980(1982)を 加 工
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は新 聞 が 事 実 上,都 市 で しか 流 通 して い な い こ とを 考 え る と,か な りの読 者数 を持 っ

て い る と考 え られ る。 ま た,少 数 で は あ るが,メ ラネ シア ・ピジン に よ る文学 作 品や

学 術 書 も著 され て お り,演 劇,音 楽 な どの大 衆 を 対 象 に した活 動 で は メ ラネ シ ア ・ピ

ジ ンが 使 わ れ る こ とが多 い9㌔ した が って,グ ラ ス ・ル ー ツ ・レベ ル での コ ミュ ニ ケー

シ ョン では,メ ラネ シア ・ピジン が非 常 に高 い地 位 を 占め て い る こ とが わ か る。

Ⅱ　 メラネ シア ・ピジン と植民地主義

　 メ ラネ シ ア ・ピ ジ ンの発 生 の過 程 で特 徴 的 な のは,そ れ が植 民地 主 義 的 状 況 で 発生

した とい う点 で あ る。初 期 の段 階 で は交 易 を 目的 に,そ して そ の後 は植 民 地 開 拓 や キ

リス ト教 布 教 な どの 目的 を持 って 太平 洋地 域 に進 出 して きた ヨ ー ロ ッパ人 と,そ れ に

対 応 す る太 平 洋 地域 の先 住 民 との コ ミュ ニケ ー シ ョソの た め に 発生 した 。具体 的 に は,

交 易 の ため の言 語 と して発 生 し,プ ラ ンテ ー シ ョソで の先 住 民 と ヨ ー ロ ッパ 人 と の間

の コ ミュ ニケ ー シ ョンに よ って次 第 に 言語 と して確 立 され る よ うに な った 。 そ こに は

圧 倒 的 な富 と権 力 を 持 つ ヨー ロ ッパ 人 と,そ れ に 対応 す る先 住 民,あ る いは プ ラ ソ テ ー

シ ョソの雇 用 者 と被 雇用 者 とい う立 場 の差 が大 き く意 識 され て い た。 した が って,そ

れ は まず 第 一 に,ヨ ー ロ ッパ人 の命 令 を伝 え る言 語 で あ る,と い う性 格 が 強 か った。

　 現 在 話 され て い る メ ラネ シ ア ・ピジン の言 語 的 特 徴 に も,こ の よ うな状 況 が 反 映 さ

れ て い る。 例 えぽ 人 に対 す る呼 称 で は,現 地 住 民 といわ ゆ る 「白人 」10)に対 して は 呼

称 が異 な る。 「白 人」 の男 性 は 〃lasta(英 語 のmasterに 由来 す る と考 え られ る)と 呼

ぼれ,現 地 住 民 の 男 性 はman(英 語 のmanに 由来 す る)と 呼 ぼれ る11も 同様 に 「白

人」 の女 性 は 〃zisis(Mrs.に 由来)な の に対 して,現 地 住 民 の 女性 はmeri(Maryに

由来)で あ る12も この よ うな区 分 は プ ラ ンテ ー シ ョン で の雇 用 者 と被 雇 用 者 と の立 場

の 差 が 言語 に反 映 され た 結果 と考 え られ,ま さに 当 時 の植 民 地 主 義 的 状況 を物 語 って

い る と して よい で あ ろ う。 ま た,一 般 的 に 子 供 に対 す る呼 称 と して,〃 襯 κ'(英 語 の

monkeyに 由 来)と い う語 が 使 用 さ れ る が,ヨ ー ロ ッパ 人 が 現 地 の 子 供 を 見 て

monkeyと 呼 ん だ表 現 が そ の ま ま一 般 的 な呼 称 と して使 わ れ る よ うに な った と考 え る

のは 不 当 で は な いだ ろ う。

　 この よ うな状 況 の 背 景 とな る思想 は,オ ース トラ リア人 の中 で パ プア ニ ュー ギ ニ ア

統 治 に 関 わ った人 物 の発 言 に も顕 著 に見 られ る。 例 え ば,当 時 英 連 邦 の 指導 的 地 位 に

あ ったAtlee　 Hunt(head　 of　the　Commonwealth　 dept.)は,宗 主 国 オ ース トラ リア の

パ プ ア ニ ュ ーギ ニアで の 役 割 に つ い て以 下 の よ うに 述 べ て い る。
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　 「植民地での オース トラ リアの役割は二つあ る。一つは黒い肌の我 々の同胞たちに関わ

ることであ り,彼 らに文明化の恩恵 を与 えることである。(中 略)も う一 つは我 々に関わる

ことであ り,そ れは我 々が誇 るに足 る我 々の保有物 を最 も有 効に使 うことであ る。」(Nel-

son　1972:229)

　つまり,現 地住民に対 して宗主国は,文 明を施すのが目的であ り,し かもオース ト

ラリアとい う宗主国の持ち物である植民地は有効に使わなければならないとする思想

が,当 時の統治責任者にはあったのである。

　 このように,ヨ ーロッパ人にとってメラネシア ・ピジンは,命 令を伝えるための言

語であるとい う意味を持っていたが,現 地住民にとってみると,メ ラネシア ・ピジン

はこれと別の性格を持つ。それは,ヨ ーロッパ人の富にアクセスするための手段 とい

う性格であ り,こ れはメラネシア ・ピジンの持つもう一つの植民地主義的な性格を示

していると言える。

　 まず現地住民にとってメラネシア ・ピジンの能力を持つことは,現 地社会で有利な

立場を得られる可能性を大きくした。ヨーロッパ人と現地住民とのコミュニケーショ

ソの手段 としてメラネシア ・ピジンが発達 してい くことにより,コ ミュニケーショソ

のとれる現地住民がヨーロッパ人から優遇されるようになっていく。メラネシア ・ピ

ジソを話す者はヨーロッパ人 と交渉 ・接触ができ,そ のためヨーロッパ人から珍重 さ

れ,現 地住民の中で社会的地位が上昇するという現象が生じた。 ドイツの植民地時代

には,植 民地政府の命令を伝えるために,特 定の現地住民が選ばれて一定の役割を与

えられた例が報告 されている。村の代表としてluluai(現 地語の一つであるKuanua

語あるいはTolai語 の リーダーの意味からとられた)が 決められ,それをコミュニケー

ションの点で補佐するものとしてtultul(や は りKuanua語 でスポークスマンの意)

が決め られたが,こ のtultulに はメラネシア ・ピジンを話せ る者 が選択 された

(Jacobs　1972:489)o

　 メラネシア ・ピジンを話せる者が現地の共同体社会で地位を上昇させるという現象

が生じたのには,メ ラネシアの共同体社会の伝統的な社会構造が関わって くる。メラ

ネシアでは一般的に社会的地位は世襲で継承 されず,社 会的地位を上昇させるには個

人的な資質が問題となる。この個人的資質を周囲に示すことで周囲への影響力を強め,

社会的地位を上昇させるという特徴がある。ヨーロッパ社会 との接触以前は,部 族間

戦争が頻繁に行われていたこともあり,こ の個人的資質としては,戦 闘能力や交渉能
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力などが重視されてきたが,ヨ ーロッパ社会 との接触以降は,植 民地政府からのこの

ような 「役職」もまた,そ の共同体の中で,社 会的地位を上昇させる一つの手段 とな

り得た。その意味では,現 地住民にとってメラネシア ・ピジンの能力を持つとい うこ

とは,そ の共同体の中で社会的地位を上昇させる有力な手段になったのである。

　そして,メ ラネシア ・ピジンの持つ,ヨ ーロッパ人の富ヘアクセスするための手段

であるという性格は,学 校 というものに対する現地住民の理解の仕方に明確に見られ

る。植民地期の初期,ミ ッショソによって導入され始めた学校とい うシステムは,ヨ ー

ロッパ人の富ヘアクセスするための手段と見なされた。学校 とい うシステムが理解で

きなかった現地住民は,ヨ ーロッパ人との接触から,次 第にそれがヨーロッパ人のよ

うになるための手段であると認識するようになるのである。

　学校が設置された時期,学 校に対する現地住民の反応が記録されているが,あ る学

生は次のような発言を残 している。

　 「学校 が初めて村 にで きた時,人 々は こう考 えた。子供 を学校 に入れれば 白人 の知識 が

得 られ,我 々の死んだ祖先 と会 うことがで き,村 に品物 を持 って きて くれ るのだ と13も別

のある者 は,子 供 が学校 を終えて仕事 を得 れば,富 を もた らして くれる と考 えた。子供 を

学校 に入れた者は,こ れで金持 ちになれ る と自慢 し,そ れを聞いた他の者 はやは り子供 を

学校に入れた(Swatridge　 1985:75)。

　学校に対する認識の仕方については,オ ース トラリア人の説明方法も影響がある。

現地住民から 「白人」のシステムに対 して質問がなされた際のオース トラリア人の回

答 として,次 のような記録が残っている。

　 「白人 がや ってきてた くさんの学校 を作 り始 めた。 白人 はこ う言 った。み んな,学 校 に

行 かな くてはだめ だ。学校 に行 って教育 を受 けて,新 しいこ とを知 って新 しい生活 を知 る

のだ。 白人 は こうも言 った。学校 に行けば よい教 育を受け られ,何 年 かす れぽ,み な白人

の ようにな るのだ と。 もっとお金が得 られ,金 持ちになるのだ と。 だか ら,み な白人 の言

うことを信 じて,み な学校 に行 ったのだ(Swatridge　 1985:75)。」

　 また,現 地 住 民 の 「学 校 とは 何 か」 とい う質 問 に答 え て,当 時 ニ ュー ギ ニア地 域 の

役 人 で あ った オ ー ス トラ リア人 は 次 の よ うに発 言 して い る。

「子供 を学校 に入れれ ば,お 前 たちは我 々白人 と同 じよ うになるのだ。学校 で学べぽ,
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た くさん の 知 識 を 得 て,た くさ んの お 金 を得 て,靴 も靴 下 も は く よ うに な る。 そ うす れば,

お前 た ちは 幸 せ に な る のだ(Weeks　 l977:18-19)。 」

　そして,こ こでいう学校での教育 とは,メ ラネシア ・ピジンを学習するとい う性格

が強かった。当時の教育は英語ではなく,メ ラネシア ・ピジンで行われた例がほ とん

どであったからである。

　このような説明のために,現 地住民の理解も,教 育を受ければ(つ まりメラネシア ・

ピジンを習得すれぽ)「 白人」の富が手にはいる,と 考える傾向が促進された と考え

られる。現地住民にとってメラネシア・ピジンは,「 白人」と同 じような生活をする

ための数少ない手段の一つであ り,そ してきわめて有力な手段と認識されたのであっ

た。

　 また,キ リス ト教と結びつけ られてメラネシア ・ピジンが習得されたことも,メ ラ

ネシア ・ピジンに植民地主義的な性格を与えたと考えられる。ヨーロッパ人の富はキ

リス ト教 と結びついて理解され,そ の富を得るためには,ヨ ーロッパ人の神であるキ

リス トを信 じることが必要であるとされた。キ リス ト教に対する当時の現地住民の理

解が次の発言に見 られる。

　 「我々の持 っているものはす べて,我 々の神が創 った ものだ。 ヤムイモ も,タ ロイモも,

ブタも,割 れ 目太鼓 も。 タロイ モを育て るには タロの女神に対 して儀礼を行 う。 あなたた

ち白人は積 み荷 を持 ってや って きた。我々の欲 しいものぼか りだ。そ こで我 々は考 えた。「あ

の積み荷 の神 は誰 で,ど こにい るのだろ う」 と。そ して宣教師た ちがや ってきて,エ ホバ

の事 を 話 し始 め た。 だ か ら,こ の こ とは エ ホ バ が や って い る のだ とわ か った の だ

(Lawrence　 1982:58--59)。」

　このような考えは,ヨ ーロッパ人が物を生産する過程を見ていない現地住民にとっ

ては,あ る程度当然のことであった。その結果,現 地住民のキリス ト教への関心はあ

くまで経済的なものであった。そしてそのキ リス ト教の布教がメラネシア ・ピジンに

よって行われたことにより,そ れはキリス ト教の言語 と見なされ,「 白人」の宗教の

言語と見なされるようになったのである。キ リス ト教を身につければ 「白人」と同 じ

ようになれると考えられ,ま たメラネシア ・ピジンはキ リス ト教の言語であ り,そ れ

は 「白人」の言語であると認識 されるのも当然であった。

　メラネシア ・ピジンがヨーロッパ文化の象徴として認識される,と い う例 も報告さ
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れ て い る。 ニ ュー ギ ニ ア北 岸,セ ピ ック川 下 流 地域 のG村 で は,現 地 語 の価 値 を住

民 が認 識 して い るに もか かわ らず,使 用 され る言 語 と して メ ラネ シ ア ・ピジ ン が徐 々

に有 力 に な り,現 在 で は現 地 語 が ほ とん ど話 され な くな って し ま った 。G村 で は,

メ ラネ シ ア ・ピジン は最 初 に プ ラ ンテ ー シ ョンへ 契 約 労 働 者 と して 出か け た者 が もた

ら した とい う意 味 で 「男 性」 に結 び つ い て認 識 され,ま た キ リス ト教 の指 導 が メ ラネ

シア ・ピジン で行 わ れ て い た とい う点 か ら,メ ラネ シ ア ・ピジン は キ リス ト教 の 言葉

で あ り,「 白人 」 の言 語 で あ る と認 識 さ れ る よ うに な った 。 さ らに は,現 代 世 界 あ る

い は ヨー ロ ッパ社 会 に関 す る知 識 を立 証 化 す るた め に メ ラネ シ ア ・ピジ ンが使 わ れ る

こ とか ら,メ ラネ シ ア ・ピジン が 「近 代 化 」 の 象徴 と認 識 され る よ うに な った 。 そ の

た め,こ れ に対 して 「女 性 」,「伝 統 」 な どの 概 念 と結 び つけ られ る現地 語 は,現 在 で

は ほ とん ど話 され な くな って し ま った とい う(Kulick　 1992a)。

　 G村 の住 民 は メ ラネ シア ・ピジン でkamap(英 語 のcome　 upに 由 来)と 呼 ぶ 独 自

の概 念 で 「発 展」 を と らえて お り,そ の意 味 は 「他 の 国 の や り方,あ り方 に向 か って

変 化 す る こ と」で あ る。そ して この,他 の 国 の や り方 の典 型 的 な ものが 「キ リス ト教 」

な ので あ る。 彼 らに と って一 番 よ く目にす る 「白人 」 は キ リス ト教 の宣教 師 で あ り,

κα脚 ρ す る,す な わ ち 「白人 の よ うに な る 」 た め の 手 段 の 最 も典 型 的 な もの は,キ

リス ト教 を 受 容 す る こ とに な る ので あ る。 そ して 「発 展 」 は住 民 が敬 慶 な キ リス ト教

徒 に な る こ とに よ って,そ の代 償 と して や って くる と考 えて い る(Kulick　 1992b)。

　 英 語 と触 れ る機 会 の少 なか ったG村 では,メ ラ ネ シ ア ・ピ ジ ンが ヨー ロ ッパ人 の

言語 で あ る と認 識 され た の で あ った が,こ の よ うに メ ラネ シア ・ピジ ンが キ リス ト教

と結 びつ い て認 識 され る とい う こ とも また,メ ラネ シア ・ピジ ンが 「白人 」 の 富 ヘ ア

ク セ スす る た め の 手 段 と見 な され る とい う植 民 地 主 義 的 な性 格 を 示 して い る の で あ

る。 現 在,国 民 の9割 以 上 が ク リス チ ャ ソで あ り,国 家 自 ら 「ク リス チ ャ ソ ・カ ン ト

リー」 と称 して い るパ プ ア ニ ェー ギ ニ ア の状 況 を考 え れ ば,こ の よ うな キ リス ト教 の

影 響 は きわ め て大 きか った と考 え られ る。

Ⅲ　 メラネ シア ・ピジ ンと反植民地主義

　以上の ように,き わめて植民地主義的な性格を持つメラネシア ・ピジンであるが,

同時にメラネシア ・ピジンは反植民地主義的な性格をも持ち併せている。

　それは,英 語との対照性による。英語がきわめて植民地主義的な言語であ り,そ の

英語 と対立する性格を持つために,メ ラネシア ・ピジンに反植民地主義的な性格が付
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与されるのである。

　これまで示 してきたように,メ ラネシア ・ピジンは,ヨ ーロッパ人の命令を伝える

言語であるとか,ヨ ーロッパ人の富にアクセスするための手段であるなどの植民地主

義的性格を持 っている。 しかしこれ らの性格は,メ ラネシア ・ピジンだけでな く英語

にも同様に通じる性格である。すなわち,英 語はヨーロッパ人の命令を伝えるのに都

合がよく,現 地住民にとっては,ヨ ーロッパ人の富にアクセスするためのきわめて適

切な手段である。むしろこの点では,英 語の方がメラネシア ・ピジンよりもはるかに

植民地主義的性格を持っている,と 言える。メラネシア ・ピジンが植民地主義的性格

を帯びるのは,英 語が登場せず,あ くまで現地語と対照される場合であった。

　 これに対して英語が登場すると,む しろ植民地主義的な性格は英語に付与される。

メラネシア地域の現地住民が現地語以外に共通語として選択できるのは,事 実上,英

語とメラネシア ・ピジン(ビ リ・モ トゥは,使 用される範囲がパプアニューギニアの

南岸部 と限定される)で あるが,共 通語 としてどちらかを選択する場合,英 語がオー

ス トラリア人などのヨーロッパ人の言語と認識されるのに対 して,メ ラネシア ・ピジ

ソは「我々の言語」とされるのである。ヨーロッパ系の住民のほとんどがメラネシア ・

ピジンを話さず英語を使用 し,こ れに対 して現地住民はほとんどメラネシア ・ピジン

を話す。また,メ ラネシア ・ピジンは特に習得の努力なしに 「自然に」覚えられてい

くのに対して,英 語は学校教育の中で習得する,と い う性質が強い14もこのため,英

語は 「学校で」習 う 「ヨーロッパ人の言語」 と認識されるのに対 して,メ ラネシア ・

ピジンは 「自然に」覚える 「自分たちの言語」と認識されるのである。この結果,「外

国人」と結びつき,西 洋あるいは近代と結びつけられる英語に対 して,メ ラネシア ・

ピジンは反植民地主義的性格を持つようになるのである。

　 メラネシア ・ピジンが英語 と対立するのは,そ れに付与される社会的威信でも示さ

れる。現在のメラネシア社会では,英 語がもっとも社会的威信が高 く,次 にメラネシ

ア ・ピジン,そ して次に現地語,と いう順になる。メラネシア ・ピジンは現地語と比

較 して西洋 ・近代あるいは外の世界 と結びつけられることによって高い威信を持ち,

そしてさらに強 く西洋 ・近代 と結びつけられる英語がメラネシア ・ピジンよりも高 く

位置づけられるのである。これは学校教育の中の言語の位置づけでも表現 されてお り,

一般的に英語を話すのは 「よい」 とされ,メ ラネシア ・ピジンを話すのは 「悪い」と

される。現地語を話すのは これ らに比べて 「最悪」 とされ るのである(Romaine

1988:20)o

　 このきわめて植民地主義的な言語である英語がメラネシアで普及 しなかったのは,
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議 論 され るべ き点 で あ ろ う15も 実 際 に,植 民 地期 に は住 民 に英 語 を学 ぽ せ よ う とい う

主 張 は しぼ しば 見 られ た 。 例 え ぽ パ プ ア地 区 が イ ギ リスの 植 民 地 で あ った時 期,統 治

責 任者 で あ るHubert　 Murray(British　 administrator　 of　Papua)は 以下 の よ うな 発言

を 残 して い る。

　 「ニューギ ニアの どんな言語に比べて も英語の優越 性 とい うのは非常 に大 きいので,こ

れ を現地住 民がで きるだけ早 く習得する ことが現地住 民に とって有利になるのは明白であ

る。(中 略)進 んだ 国民の言語 で置 き換え る ことが で きれ ば,そ れは よい ことで あ る。」

(Johnson　 1979:3-4)

　 このような発言の背景には,メ ラネシア住民に対するヨーロッパ人の圧倒的な文化

的優越感が存在 している。現地語 と英語を比較すれば,英 語が優れた言語であるとの

認識が,当 時の知識人のかな り多 くの人たちに共有されていたと考えられる。しかし,

この認識があったにもかかわらず,メ ラネシア ・ピジンの普及に対しては歯止めとし

ては作用 しなかった。英語の優秀性に対するこの認識は,だ から現地住民には英語を

教えるべ きだ とい う論理にも結びついたし,逆 に,だ から現地住民には英語を習得す

るのは難 しすぎるとい う論理にも結びついたのだった。例えばルター派が布教を行 う

際に,現 地住民に英語を教えるのは無理だと判断したのは,英 語は現地住民にはあま

りに複雑すぎるとい う論理によるものであった16も

　 メラネシア ・ピジンが反植民地主義的性格を帯びるような状況は,メ ラネシア地域

の現地語 と,共 通語として使用されているメラネシア ・ピジンと英語 という,三 種の

言語を比較すると,よ り明らかになる。まず,植 民地期の初期のように英語が普及し

ていない時代には,現 地住民とヨーロッパ人の接触はメラネシア ・ピジンを通 して行

われる。この際,メ ラネシア ・ピジンはあくまで現地語と対照され,現 地語が 「土着」,

「伝統」などの概念と結びつ くのに対 して,メ ラネシア ・ピジンは 「西洋」,「近代」

と結びつけられる(図1)。 この状況ではメラネシア ・ピジンは植民地主義的性格を

示す。 これは,メ ラネシア地域が西洋と接触し始めた時期の状況ばか りでなく,前 述

したセピック川下流のG村 のように,現 在でも英語があまり普及 していない地域の

状況にも対応する。

　 これに対 して英語が多少な りとも普及してきた状況では,英 語はヨーロッパ人,西

洋,近 代と結びつき,き わめて強い植民地主義的な性格を持っているので,こ れに対

するメラネシア ・ピジンは,英 語 との対照性故に反植民地主義的な性格を示すのであ
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図1　 メラネシアにおける現地語 とメラネシア ・ピジンの性格

る。 英 語 が 登 場 しな い状 況 では,メ ラネ シア ・ピジ ンが 「白人 」 の言語 と認 識 され る

が,英 語 が 登 場 す る と,英 語 が 「白人 」 の言 語 と考 え られ る の で あ る。 したが って こ

の 場 合 に は,メ ラネ シア ・ピジン は 本来 「土 着 」 の 要 素 を持 って い ない に もか か わ ら

ず,土 着 や 伝 統 の 概 念 と結 びつ け られ る可能 性 を持 つ の で あ る(図2)。

　 また,こ の メ ラネ シ ア ・ピ ジ ンの反 植 民地 主 義 的 性 格 は,そ れ が広 く普 及 して い る

とい う 「大 衆 性 」 に よ って さ らに強 め られ る。 ほ とん どの 現 地 住 民 が話 す とい う点 か

ら,「 我 々の 言語 」 で あ る とい う意 識 が強 ま る ので あ る。

　 パ プ ア ニ ュ ーギ ニアの 場 合,英 語 が 公 用 語 な の で,公 共 とい う性 格 が強 い テ レ ビ放

送 は 原 則 と して英 語 で 放 映 され る。 しか しそ の テ レ ビ放 送 で も,大 衆 に直 接 訴 えか け

る必 要 の あ るCMで は メ ラネ シ ア ・ピ ジ ンが 多 くな る し,住 民 と の直接 的 な 接 触 の

反 映 であ るイ ンタ ビ ューの 放 映 な どでは,や は リメ ラネ シア ・ピジン が頻 繁 に使 わ れ

る。 また,前 述 した よ うに,ラ ジオ の地 方 局 のほ とん どが メ ラネ シ ア ・ピジ ンで放 送

され て い る。

　 同 じ よ うな傾 向 は,政 治 家 の 活動 で使 われ る言 語 の場 合 に も見 られ る。 公 の場 で は

英 語 を使 う場 合 もあ るが,民 衆 に対 す る演 説 では メ ラネ シア ・ピジ ンが圧 倒 的 に 多 く

な る。1982年 に は 候補 者 の キ ャソペ ー ソの90パ ー セ ン トが メ ラネ シ ア ・ピ ジ ンで 行 わ

れ た とい うデ ー タが あ る(Romaine　 1992:54)。 大 衆 に 訴 え るに は,英 語 では な く,

メ ラネ シア ・ピジン に よ る こ とが 必 要 な の で あ る。

　 メ ラネ シ ア ・ピジン が グ ラス ・ル ー ツ的 コ ミュニ ケ ー シ ョソの 中心 にな る手 段 で あ

る こ とか ら,現 地 の ポ ッ プ ・ ミュー ジ ックで は,歌 詞 と して メ ラネ シア ・ピジ ンが 多

図2　 メラネシアにおけ る三種 の言語 の性格
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用 され て い る。 自国 内の 大 衆 に感 覚 的 に 訴 え よ う とす る な らば,言 語 と しては メ ラネ

シ ア ・ピジン が もっ と も適 切 な手 段 に な る。 現 在,現 地 住 民 に よる ミュー ジ ック ・バ

ソ ドは 大部 分 が メ ラネ シ ア ・ピジ ンを そ の表 現 の手 段 と して い る
。

　 以 上 の よ うに,メ ラネ シア ・ピジン は,パ プア ニ ュー ギ ニ アに お いて は 実 質 上 「国

語 」 とい って もよい よ うな 強 い大 衆 性 を 持 って い る。 そ して この大 衆 性 に よ り 「我 々

の 言 語 」 で あ る とい う性 格 が 強 ま り,「 団結 」 の 象徴 とな るの で あ る。 そ して この 大

衆 性 か ら,メ ラネ シ ア ・ピジン は さ らに 反植 民地 主 義 的 性 格 を 持つ よ うに な る。 そ れ

は,現 地 の文 化 の多 様 性 を克 服 で き る とい う性 格 で あ る。

　 メ ラネ シ アで は 土 着 の 文 化 は きわ め て 多 様 で あ る。 パ プ ア ニ ューギ ニ アで は700以

上 の 言語 が あ る と言 わ れ,ヴ ァ ヌア ツ,ソ ロモ ン諸 島で も多 数 の言 語 数 で 示 され る よ

うに,文 化 は多 様 で あ る。 このた め,土 着 の文 化 が植 民 地 権 力 あ るい は 西 洋 文 明 な ど

に 対 して統 一 した 文 化 を主 張 す るの は そ れ ほ ど容 易 な こ とで は な い。 しぼ しば,メ ラ

ネ シア で は反 西 洋 ・反 近 代 の象徴 と して 「カ ス トム」 とい う概 念 が使 用 され る が17),

そ の 「カ ス トム」 は 必ず し も 「真 正 な 」文 化 で は な く,そ の 内容 は 曖 昧 で 漠 然 と して

い る こ とが 指 摘 され る(Larcom　 1982)。 しか し この カス トムは,曖 昧 で あ るが 故 に

多様 性 を克 服 して 「反 西 洋 」 の象 徴 とな り,ま さ にそ の暖 床 さに よって 土 着 の文 化 を

統 一 す る力 を 持 ち うる と され る(Lindstrom　 1982:317)。 つ ま り,明 確 で あれ ぽ あ る

ほ ど,メ ラネ シ アの 多様 な文 化 に は 適 合 しに く くな り,曖 床 な るが 故 に 多 様 な 土 着 の

文 化 を象 徴 す る こ とが で きる ので あ る。

　 メ ラ ネ シ ア ・ピ ジ ン の場 合 も同 様 に,一 般 に広 く使 用 され て い る とい う大 衆 性 に

よ って,土 着 の文 化 の多 様 性 を 克 服 で きる力 を持 ち,西 洋 に対 して 「土 着 」 の概 念 の

象徴 と もな り うる。 「カ ス トム」 と い う概 念 自体 が メ ラ ネ シ ア ・ピジン に よっ て表 現

され て い る こ とは,ま さ に メ ラネ シア ・ピジ ンの持 つ,こ の 多様 性 を 克服 す る 性格 を

象徴 的 に示 して い る。

Ⅳ　 メ ラネ シ ア ・ピジ ン と住 民 の ア イ デ ソテ ィテ ィ

　 メ ラネ シ ア ・ピ ジ ンが持 つ 英 語 との対 照 性 は,現 地 住 民 の アイデ ソテ ィテ ィの 問題

と重 な る。メ ラネ シ ア ・ピジ ンは現 地 住 民 の アイ デ ソテ ィテ ィの拠 り所 とな っ てお り,

そ れ は,現 地 語 を話 す ワ ン トー クを越 え た範 囲 の アイ デ ソテ ィテ ィで あ る。 しか し こ

の ア イ デ ン テ ィテ ィは,現 地 住 民 の すべ て に共 有 され て い るわけ で は な い 。例 え ば現

地 の エ リー トは英 語 を流 暢 に使 い こな し,メ ラネ シ ア ・ピ ジ ンに アイ デ ソテ ィテ ィを
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感 じ る傾 向は 少 な い 。 もち ろ ん現 地 のエ リー トもメ ラネ シ ア ・ピジン を 話 す 。 む しろ

現 地 の エ リー トの 場 合 は,高 等 教 育 を受 け るため に 年 少 の 段 階か ら 出身 地 域 を 離 れ る

こ とが 多 いた め に,現 地 語 を話 せ る場 合 が 少 な く,メ ラネ シア ・ピジン が 母 語 に 近 い

状 況 に な ってい る場 合 が 多 い。 それ に もか かわ らず 現 地 の エ リー トは,む しろ 英 語 へ

の親 近感 を示 す こ とで,自 分 の エ リー トと して の地 位 を確 認 す る とい う傾 向 が あ り,

そ の た め メ ラネ シ ア ・ピ ジ ンを軽 蔑 さえ す る傾 向が あ る。 メ ラネ シア ・ピジン は 「田

舎 」 の言 語 であ り,「 大 衆 」 の言 語 で あ る とす るわ け で あ る18、 この 意 味 で 現 地 の エ

リー トの意 識 は,む しろ 旧宗 主 国 の政府 側 な どの立 場 に 近 い とい う性 質 もあ る。

　 した が って,メ ラネ シア ・ピジン に表 現 され る アイ デ ソテ ィテ ィは 漠 然 と した 「我

々」 の 感 覚 で あ るが,こ の 「我 々」 は 状 況 に よ って微 妙 に 異 な る。 英語 が 西 洋,「 白

人 」 に結 びつ け られ て考 え られ る の で,そ れ に対 す る メ ラネ シア ・ピジ ンは反 西 洋,

反 「白人」 あ るい は 反近 代 と認 識 され る傾 向 が あ る。 した が って メ ラネ シ ア ・ピジ ン

に よ るア イ デ ンテ ィテ ィは,オ ース トラ リア人 を 典型 とす る ヨー ロ ッパ 人 に対 して 「メ

ラネ シア人 」 とい うア イ デ ソテ ィテ ィで あ る こ ともあ り,こ の意 味 では パ プ ア ニ ュー

ギ ニ ア,ヴ ァ ヌア ツ,ソ ロモ ン諸 島 とい うそれ ぞれ の 国 家 を超 え た ア イ デ ンテ ィテ ィ

とな る場 合 もあ る　19）

　 あ るい は この アイ デ ソテ ィテ ィは,メ ラネ シ ア地 域 の三 国 の それ ぞ れ の 国 家 に 対 す

る アイ デ ソテ ィテ ィと もな りうる。 国家 に対 す る ナ シ ョナ ル ・ア イ デ ンテ ィテ ィ と し

て,メ ラネ シ ア ・ピ ジ ンを 話 す 人 々,と い う概 念 が使 わ れ るの で あ る。 「外 か ら与 え

られ た」形式 で独 立 を は た した メ ラネ シ ア の国 々(あ るい は太 平 洋 地 域 の 国 々)で は,

住 民 に と って国 家 の 意識 は きわ め て希 薄 で あ り,ナ シ ョナ ル ・ア イ デ ソテ ィテ ィを確

立 す るの は,現 在 で もそ れ ぞれ の 国家 の重 要 な課 題 で あ る。 メ ラネ シ ア ・ピジ ンは そ

の ナ シ ョナル ・アイ デ ンテ ィテ ィを確立 す る際 に利 用 で き る数少 な い拠 り所 の 一 つ で

あ る。 メ ラネ シ ア ・ピジン を話 す とい うこ とに よ り,英 語 を 話す 「外 国 人 」 と対 立 し

て 自分 の 国家 を 意 識 す る こ とが で き るの で あ る。

　 また メ ラネ シ ア ・ピジン は 時 に は国家 の エ リー トに 対 して,グ ラス ・ル ー ツ的 な 民

衆 と して の ア イデ ンテ ィテ ィに も な りうる。 も とも と メ ラネ シア地 域 では 社 会 的 な 階

層 が ほ とん ど存 在 せ ず,近 代 化 に よって も階 層 が 経 済 的 に 大 き く分 化 して い るわ け で

もな い。 そ して 富 を親 族 集 団 内や 共 同体 内 で配 分 す る シス テ ムが存 在 して い るの で,

財 が特 定 の個 人 に 蓄積 され る こ とが な く,そ のた め 経 済 的 に も階 層 が 出 現 しに くい。

しか しな が ら この よ うに社 会 的 ・経 済 的階 層 が 明確 とな って い な い メ ラネ シア地 域 に

お い て も,現 地 住 民 は決 して一 枚 岩 で は な く,現 地 の エ リー トを含 まな い よ うな ア イ
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デ ンテ ィテ ィも存 在 し うる の で あ る。

お わ り に

　 以上 の よ うに,メ ラネ シ ア ・ピジン は 植 民 地主 義 的 な状 況 で発 生 し,植 民 地 主 義 的

な性 格 を持 ち なが ら,現 在 で は,現 地 住 民 の ア イ デ ソテ ィテ ィの拠 り所 にな って い る。

それ は英 語 とい うきわ め て 植 民 地 主義 的 な言 語 と対 立す る性 格 を 持 ち,そ れ 故 に 反 植

民 地 主 義 的 な性 格 を持 つ か らで あ る。 「真 正 な」 伝 統 とされ る も のが,住 民 の アイ デ

ソテ ィテ ィの 象徴 とな る のは 当 然 で あ るが,メ ラネ シ ア ・ピジン の場 合 は,植 民 地 主

義的 な性 格 を 持 ち な が ら,ま た 「真 正 」 で は な い性 格 を持 ち な が ら,住 民 の ア イ デ ン

テ ィテ ィの基礎 に な って い る。 近 代 化 の 際 に住 民 の ア イデ ンテ ィテ ィの拠 り所 とな る

「真 正 な」 伝 統 と され る ものが,実 は ヨー ロ ッパ的 な要 素 が 入 り込 ん で い る もの で あ

る とは,し ば しば 指 摘 され る こ とで あ るが,「 真 正 で な い 」 もの も また,住 民 の ア イ

デ ンテ ィテ ィの象 徴 とな り うるの で あ る。

　 そ して そ の メ ラ ネ シ ア ・ピジン に よる アイ デ ソテ ィテ ィ とは,英 語 と対 立 す る性 格

の故 の ア イ デ ンテ ィテ ィで あ り,し た が って す べ て の 現地 住 民 に 共 有 され るわ け で は

な い。 そ の アイ デ ソテ ィテ ィは 国 家 を超 えた 「メ ラネ シア 人 」 の 団結 を 示す 場 合 もあ

れ ば,ま た 国家 へ の ア イ デ ソテ ィテ ィで あ る場 合 もあ る。 あ る い は,現 地 の エ リー ト

を含 まな い,民 衆 の ア イ デ ソテ ィテ ィで もあ りうる。

　 また,以 上 見 て きた よ うに メ ラネ シ ア ・ピジン に は 植 民 地 主義 的 な性 格 と反 植 民 地

主義 的 な性 格 とい う相対 立 す る性 格 が 同 居 して い るが,メ ラネ シア ・ピジン が これ ほ

どま で に普 及 した の は,こ の こ とが深 く関係 して い る であ ろ う。

　 メ ラネ シ ア ・ピジン で の 話 とい うのは い つ も終 わ る とき の言 葉 が 決 ま ってい る。 英

語 のThat's　 all.に 由来 す るtasolと い うこ とば が あ るが,こ れ に3人 称単 数 の代 名 詞

のemを 付 け て,「 これ で 終 わ りです 」 とい う表 現 を 必ず 文 章 の最 後 に付 け て終 わ り

にす る。 本論 も,こ の メ ラネ シ ア ・ピ ジ ンの表 現 で終 わ りに し よ う。 エ ム ・タ ソル

(Em　 tasol)。

注

1)　 こ こで 西 洋 ま た は ヨー ロ ッパ とい う時 に は,ナ ース トラ リア を も含 ん で い る。 実際,太 平
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　 洋地域では,オ ース トラ リアは西洋 または ヨーロッパ地域 の代表的 な存在であ り,特 に本論

　 の対象の中心 となるパプアニューギ ニアに とって,オ ース トラ リアは 旧宗主国だった ことも

　 あ り,絶 対的 な存在である。
2)　 メラネ シア ・ピジンは,一 般的 に ピジン(pidgin)と だけ表現 される場合が多いが,他 に,

　 ピジン英語(Pidgin　 English)と い う名称 が使 われた り,あ るいは ヴ ァヌアツでは ビスラマ

　 (Bislama)と い う名称が使われ る。 またアカデ ミックな議論 の場 では メラネシア ・ピジン と

　 い う語 やネオ ・メラネ シア ン(Neo　 Melanesian)と い う語 が使われて きた。
3)　ピジン とい う語 の第一 の用法は,言 語学上 の概 念 としての用法 であ る。 これは言 語を区分

　 す る際の カテ ゴ リー「と して の概念 であ り,「共 通語 を持たない人 々の間 に起 こる,限 定 され

　 た コ ミュニケー シ ョンの必要性を満たすため に生 まれ る周辺的 な言語」(Tod　 1974:1),あ

　 るいは 「他の集 団と コミュニケーシ ョンを とる 目的のために特別 に作 られた言語 であ り,ど

　 の集団においても自分 の集団内の コ ミュニケーシ ョソには使用 され ていない言語」(Hudson

　 1981:61)と い う意 味で使わ れ る。 これが普及 し,語 彙が拡大 し,さ らに これを母語 とす る

　 よ うな人 々が 出現す る よ うに な ると,「 ク レオ ール」 と呼ぽれ る(Tod　 1974:3;Hudson

　 1981:66)。 以上の ような言語学上 の概念や言語に対す るカテ ゴリー としてピジン とい う用語

　 を使 うが,こ れ とは別に個別の言語に対す る名称 としてピジン とい う語が使われ る場合 があ

　 る。 メラネシア地域 で話 され る共通語 に対 して も,一 般的 にピジン とい う名称が使 われ る。

　 これはあ くまで個別の言語に対す る名称 であ り,上 記 の言語学上 のピジン とい う概 念 とは別

　 の ものである。
4)　 この ような状況で新 しい言語が発生す る過程 については,い くつかの説 が主張 されてい る。

　 その一 つに,英 語を母語 とす る者が相手 に理解 させ ようとして簡単な英語を使用 して話 しか

　 け,そ れ を現地住民が独 自の解釈をす ることで,英 語 では ない独 自の言語 が発達 してい った,

　 とい う説 がある(Tod　 1974:・29-30)
5)た だ し,こ れ はあ ま り強調は出来ない。 とい うのは,メ ラネシア ・ピジンが普及 す る以前

　 に も,周 囲の民族 との コ ミュニケー シ ョンはある程度行われて いたか らである。通 常は,自

　 分の言語 以外 にも周囲の民族の言語を多少話せた り,あ るいは,特 定の言語 またはその簡略

　 版が一定 の地域 で共通語 として利用 されていた りした。例 えぽ,パ プアニューギニア南岸 で

　 現在 でも共通語 と して使用 されている ヒリ ・モ、トゥは,現 地語の一つであ るモ トゥ語 の簡略

　 版であ り,そ の典型的な例であ る。またマ ッシム地域 の クラ交易で も,ド ブ島民 の言語 が交

　 易用 の言語 と して使用 されていた とい う報告がある し(Malinowski　 l922:39-40),ニ ューギ

　 ニア北海岸な ど他の地域 でも,同 じよ うな共通語が利用 されていた(Capell　 1972:616)。
6)　 「ワソ トーク」は メラネ シア ・ピジンで 「同 じ言語を話す人 々」 とい う意味で使 われるが,

　 実際にはメラネシア ・ピジンや英語 な どの共通語 を話す場合には ワソ トークとい う語は使わ

　 れないで,同 じ言語集 団出身者 とい う意味で使われ る。
7)　 この統計はパ プアニューギ ニアの主要都市 を対象 に した ものであ り,こ の統計 における ビ

　 リ・モ トゥの使用者はほ とん どポー トモ レス ビーの住民 である。 この統計においてポー トモ

　 レス ピーの住民を除 くと,家 庭で ビ リ ・モ トゥを使 用す る人の数は660名,マ ーケ ッ トで ヒ

　 リ・モ トゥを使用する人の数はわずか51名 になる。
8)パ プアニューギ ニアの場合,メ ラネシア ・ピジンは公用語ではな くあ くまでも共通語 とい

　 う位置づけであ り,公 的 に扱われ ることは少 ない。憲法上では メラネシア ・ピジ ンについて,

　 わずか に次 の点 で記述があ る。 パ プア ニューギニアで市民権を獲得す る場 合の条件 として,

　 申請者は メラネ シア ・ピジンか ヒ リ・モ トゥあるいは 当国 の現地語の一 つに関す る知識 を有

　 す るこ とが必要 とされ る(パ プア ニュrギ ニア国憲法Sub-section　 68(2)(h))。 つ ま りこれ

　 に よると,英 語を話せ るだけでは市民権の獲得の条件 と しては不十 分 とい うことに な り,英

　 語以外 に二つの共通語の うちの一 つか,あ るいは現地語の一つに関す る知識 が必要 になると

　 い うことになる。

9)　 メラネシア ・ピジン に よる詩集(Hannet　 1970;Tawali　 1971)や,戯 曲(Hannet　 1969)

　 などがあ り,文 学作品は現地 で発行 されてい る雑誌な どに掲載 され る。 ただ し,最 近の例は

　 少 ない。また,学 術書 の例 としては,Peter　LawrenceのRoad・Be'ong　 Cargoの メラネシア ・

　 ピジン訳があ る(Lorens　 1986)。　 　　 　 　　 　 　　 　 ,
10)　 「白人(メ ラネシア ・ピジ ンでwaitman)」 は人種 的概念 とい うよ りは,社 会的な概念 と

　 い う性格が強 く,必 ず しもヨーロッパ人だけでな く,日 本人な ども含んでいる。
11)　 この よ うな区別 は都市ではな くな りつつあ るが,地 方では相変わ らず使われ る区別であ り,
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　　「白人」 と現地住民 の差に対す る意識 の強 さを示 している。

12)　 メラネ シア ・ピジンの使用法に関 しては,Mihalic(1971)を 参照。ただ し,　misisと い う

　 語に関 しては,現 在 では 「白人女性」 を示 す以外に,「 妻」 とい う意味 にも使われ る ように

　 な って きて いる。 この用例 は特 に都市部 で使 われ る表現であ り,こ の際には,「 白人女 性」

　 'と現地女性 との区分 は特に しない。　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　 '

13)　 この,祖 先が積み荷(カ ーゴ)を 持 って きて くれる とい う考 えや,ヨ ーロ ッパ人だけが積

　 み荷を手に入れ る手 続きを知 ってお り,そ の手続 きを知 りさえすれば積み荷を手に入 れ られ

　 るとい う考えは,メ ラネシア地域で頻繁に発生 した カー ゴ ・カル トに よ く見 られ るモチ ーフ

　 であ り,実 際の運動 に至 らな くとも,こ の よ うな考 えは一般的 に広 く存在 してい るとされ る

　 (McElhanon　 1969:179)。 実際の運動 では な く,こ の よ うな考 えに対 して,カ ー ゴイ ズ ム

　　 (cargoism)と い う名称が使われ ることもあ る。
14)　原則 として学校教 育の言語 は英語 となってい るが,そ の学校 でも,休 み時間や放課 後にな

　 れば,教 師 と生徒の間の会話が メラネシア ・ピジンにな って しま う,と い うのは よく観察 さ

　 れ る光景である。

15)や は り太平洋地域 で ヨー ロッパ人 と接触 したポ リネ シアでは,「ピジン 」 が発達す る こと

　 な く,英 語が共通語 として普及する ようにな った。
16)ル ター派は初期の段階か ら,布 教 のための言語 として英語を使用す るこ とは全 く考 えてい

　 なか った(Hage　 1986)。 第一次大戦後,英 語使 用を促進 しようとした国際連盟 に対 してル

　 ター派 が行 った報 告には,「 未開なパ プア人の精神状態 と,高 度 に発達 した英語 との相違」

　 とい う記述が見 られ る(Romaine　 1992:80)。

17)　 ヴ ァヌア ツでは この 「カス トム」 とい う概念が頻繁 に使 用 され るよ うであ るが,パ プア

　 ニューギ ニアではほとん ど使われていない。

18)　 パプアニューギ ニアで現地 の住民 にメラネ シア ・ピジンで話 しかけ ると,そ れ までの緊張

　 感が一気に とけて 「あなた もピジン を話せ るのか」 と,す ぐに親近感 を示す場合が多い。 こ

　 れ に対 して,現 地のエ リー トにメ ラネシア ・ピジンで話 しかける と,英 語 で答えが返 って く

　 るとい うのは よ く経験す ることである。 メラネシア ・ピジンは理解 していて も(あ るいは母

　 語 に近 い状況で も),英 語が通 じそ うな相手 には英語で話 そ うとす る傾向がある。
19)　 メラネシアとい う範囲には一般的 に,こ こで対象に した三国の他 にフ ィジーや ニューカ レ

　　ドニアが含 まれ る。 ただ し,パ プアニ ューギ ニア,ソ ロモソ諸 島,ヴ ァヌアツの三国だけが

　 国際的 な関係 と して 「メラネ シア ・ス ピアヘ ッド ・グル ープ」を構成 しているのは,メ ラネ

　 シア ・ピジン語 圏 と一致 してい る点で,象 徴的 であ る。また この三国の住民が海外 で出会 い,

　 互 いに メラネ シア ・ピジンが通 じることを知 ると感激す るとい うのは よく聞 く例 である。

、
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